
3-1. 基本理念・基本原則

○ スマートシティYAIZUの実現に向けて、3つの基本理念と5つの基本原則に基づき、各取り組みを進めます。

基
本
理
念

基
本
原
則

市民中心
✓ サービスを利用する市民の目線で取り組む

ことで、市民の幸福度（Well-being）の
向上に繋がる取り組みを目指します。

課題解決・ビジョン実現 組織・分野横断
✓ 新技術ありきではなく、本市の課題解決

やビジョンの実現を重視した取り組みを進
めます。

✓ 組織・分野の枠を超えたデータ連携や
取り組みに挑戦し、市の課題にマッチし
た全体最適なまちづくりを目指します。

公平性･包摂性
確保 プライバシー確保 相互運用性

透明性確保 安心・安全、強靭 持続可能性

✓必要としているすべて
の市民がサービスを享
受でき、さまざまな主
体 が 参 画 可 能 なス
マートシティの実現を
目指します。

✓ データの利活用にあ
たっては、市民の皆
様のプライバシー保
護に十分な配慮を
行います。

✓他地域や他システムと
の相互運用機能を持
たせます。

✓オープンなデータ流通
環境を構築します。

✓意思決定プロセスの
透明性を
高くします。

✓ 各システムや提供
サービスの安全性を
確保します

✓ 災害等の非常事態
における継続性や回
復性を確保します

✓ 新たなサービスや事業
の立ち上げにあたって
は、運営面･資金面で
の持続可能性を確保
し、地域に根差したス
マートシティの実現を
目指します。

出典：「スマートシティガイドブック」内閣府ほかを基に作成9



“デジタルによる、豊かで快適な新しい暮らしの実現”

3-2. コンセプト

全体
コンセプト

共通する
取り組み

政策分野別
コンセプト

個別施策

■ 共通する取り組み

各政策分野ごとに方針と個別施策を設定

◎データ連携・活用 ◎デジタル人材の育成 ◎人にやさしいデジタル

「スマートシティYAIZUで目指す○○なまち」

だれもがカンタンにつながり、健康ですごせるまち にぎわいがある豊かな地域産業のまち

焼津で育つことに安心と誇りを持てるまち 人と人とがつながり未来を創造し続けるまち

デジタルを活用して生きがい交流できる優しいまち 一人ひとりが幸せを感じるまち

（１）健康・医療・福祉

（２）子育て・教育

（３）生きがい・文化・スポーツ

（４）産業・観光

（６）市民協働・DX・行政運営

（５）防災・都市・環境
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3-3. スマートシティYAIZUが目指すサービスのあり方①
○ 焼津市で展開される各サービスを集約した市民ポータルの構築を目指します。全てのサービスが共通IDで利用でき、個人のニーズに沿った情報が配信され、

市民の利便性が向上します。

「もっと便利」「もっと簡単」な「個人に寄り添う」パーソナライズされたサービスを提供

市の
公開可能データは
積極的に公開

各分野の
サービスをデジタル
で一体的に提供

（仮称）YAIZUポータルアプリ

基盤
（都市OS）

パーソナルデータ
連携基盤

ID認証
基盤

オープンデータ
連携基盤

個別
システム 様々な外部システム

ID認証を行い、よりニーズに沿ったサービスを提供

サ
ー
ビ
ス

電子
申請

子育て
情報

YAIZU

ポイント
デジタル バーチャル

MAP  YAIZU

地域
お助け

観光
情報

施設
予約

ごみ
情報

異常
通報

シェア
サイクル

デマンド
タクシー
予約

防災
アプリ

健康
アプリ Etc..

API API API API

API API API API

地図データ
連携基盤

優先R4優先

サービスで
得られるデータは
「基盤」で連携

優先

デジタルで繋がります

市民協働･DX

･行政運営
健康･医療
･福祉

子育て･
教育

生きがい･文化･
スポーツ

産業･観光

防災･
都市･
環境

焼津市や地元地域、
各市民サービスが
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3-3. スマートシティYAIZUが目指すサービスのあり方②（イメージ）

○ 今後基盤整備やサービスを拡充し、各分野のデータを掛け合わせることで、これまでに新たな価値の創造を目指します。

0 歳 80歳6 歳 12 歳 18 歳 22 歳 30 歳 40 歳 50 歳 60 歳 70歳

胎児期
妊娠

幼年期 少年期 青年期 壮年期 中年期

個人データ利活用基盤（Personal Data Store）

魚×健康
魚消費量に応じた健康状態の把握
データを基にした食事メニュー開発

健康×スポーツ
認知症予防の取組推進

効果的な運動メニューをレコメンド

防災・防犯 自動運転
モビリティ 遠隔診療観光

マーケティング電子母子手帳 子ども見守り 地域ポイント

防災×地図情報
個人の状況に合った災害情報提供

マイナンバーカードで避難所チェックイン

観光×マーケティング
宿泊や購買、移動などの各データを収集

効果的な観光施策を立案

人流×モビリティ
データを基に潜在需要を発掘

バス路線拡充や新たな交通手段を検討

生涯を通じて個人のデータを収集･一元化、各サービスで利活用

高年期
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3-4. 未来のありたい姿（ビジョンマップ）

○ 「未来のありたい姿」をイラスト化して、個別施策
の実現イメージを具現化しました。皆さんの共通
理解を深め、実現に向けて施策を推進します。

ビジョンマップURL：
https://www.city.yaizu.lg.jp/documents/1532
3/futurevisionmap.pdf

ビジョンマップを確認
してみてね
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